
 

 

 －大 き な 虫 歯 の 治 療 － 

 

【クラウンの種類と特徴】 

クラウンは大きく５種類に分類され、個々の種類によって持つ審美性や強度などの特徴は様々です 

※金属アレルギーの可能性がある方は、担当する歯科医師に使用する金属の種類を確認し、皮膚

科にてアレルギーテストを受けられることをお勧めします。 

 自 費 治 療 

 オールセラミック 
メタルボンド 

（セラミック＋金属） 
ゴールドクラウン 

材 質 セラミックス（陶材） 
金属の土台にセラミックス（陶材）を

焼き付ける 
金合金 

   

臼 歯 
   

   

前 歯 
   

特 徴 

● 天然の歯の持つ特徴をリアルに

再現 

● 変色しない 

● 金属のみのかぶせに比べ衝撃

に弱い 

● 天然歯に比べ硬度が高く、咬み

合う歯をすり減らせる可能性（咬

みあわせに配慮必要） 

● 色合いがより自然の歯に近い 

● 変色しない 

● 金属のみのかぶせに比べ衝撃

に弱い 

● 天然歯に比べ硬度が高く、咬み

合う歯をすり減らせる可能性（咬

み合わせに配慮の必要） 

● 使用する金属によっては歯ぐき

の黒ずみの可能性がある 

● 人体になじみ易い 

● 腐食しない 

● 天然歯と同程度の硬さのため咬

んだ時の違和感が少ない 

● 操作性が良いため歯とかぶせの

段差ができにくい 

  

 
 

 

 

 

 

 

 



 
保 険 治 療 

 

 メタルクラウン 
硬質レジン前装冠 

（樹脂＋金属） 

材 質 銀合金 
銀合金の土台に 

樹脂の材料を貼り付ける 

 

頬 面 

  

裏 面 

  

 

特 徴 

● 金属腐食を起こすこともある 

● 段差がないように作成することは可能

● 使用する金属によっては、歯ぐきの黒

ずみの可能性がある 

● 現状は色のバリエーションが増え自分

の歯と似た色にすることも可能 

● 透明感がない 

● 樹脂は年月がたつと変色してくすむこ

とがある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 歯とかぶせの境目に段差がない 

 生理的な浄化作用を阻止しない形態 

 清掃性に考慮した形態 

 歯の強度を考えた構造 

 根の治療がきちんとできている 

 
適合・清掃性・高い適合性・歯の機能(強度)回復という 

観点から、上に述べた条件を満たしていることが良いかぶ

せの状態をいう 

 理想的なかぶせ（CROWN）の治療  

治 療 後 

前歯のかぶせと歯の

境目部分の段差をと

り、適合性の向上 

治 療 前 

前歯のかぶせと歯の

境目部分に段差があ

る。 

 

【クラウン治療に協力しましょう】 

 

 

 

 

 

かぶせの治療前に口全体の精密検査を受けます。歯ぐきの炎症（腫れ・出血・排膿など）がある状態では精密な治

療や型取りができず、最善の治療を行うことはできません。 

まず、炎症の症状を抑える処置や歯ぐきの正しいお手入れ方法を知り、患者自身が 

より良い治療を受ける準備をすることも治療の一つです。 

患者自身の協力がよりよい治療を支え、治療した歯を長く維持させる最大の要因となります。 

治療後は、歯を長く快適に使う為のお手入れをし、お口の健康を維持・増進するために定期健診を受診しましょう。 



 
 
 


